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［
来
歴
と
概
要
］
当
分
館
は
千
葉
大
学
医
学
部
な
ど
亥
鼻
地
区
に
所

在
す
る
部
局
を
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
す
る
図
書
館
で
、
そ
の
蔵
書
を
蔵

書
印
で
見
る
と
県
立
千
葉
医
学
校
（
明
治
十
五
年
）
か
ら
現
在
の
も

の
ま
で
多
く
の
医
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
か
で
も
当
分
館
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
古
医
書
と
そ
れ
に
関
連

す
る
古
文
献
が
数
多
く
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
医
学
部
の
眼

科
教
授
で
あ
っ
た
伊
藤
弥
惠
治
氏
が
将
来
「
医
史
学
」
を
研
究
し
よ

う
と
さ
れ
て
、
大
正
五
年
か
ら
退
職
さ
れ
る
昭
和
二
十
四
年
ま
で
に

蒐
集
さ
れ
た
古
医
書
類
で
、
此
の
間
関
東
大
震
災
（
大
正
十
二
年
）

と
太
平
洋
戦
争
下
の
千
葉
空
襲
（
昭
和
二
十
年
）
の
二
度
の
災
害
が

あ
っ
た
が
幸
い
被
害
を
受
け
ず
に
、
ず
っ
と
保
存
さ
れ
た
。
こ
れ
に

加
え
茂
原
市
の
眼
科
医
千
葉
弥
次
馬
氏
と
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
恒
二

氏
の
旧
蔵
書
等
が
寄
贈
さ
れ
て
当
館
の
古
医
書
の
内
容
を
質
・
量
と

も
に
豊
富
な
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
ざ
っ
と
整
理
し
て
見
る
と
、
和
漢
害
五
、
四
二
○
冊
、
洋

書
七
七
冊
が
現
在
進
行
中
の
蔵
書
集
計
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

古
医
書
以
外
に
、
「
医
事
史
料
」
と
し
て
「
玉
砕
臓
図
」
の
副
本
と
さ

れ
る
全
く
同
じ
内
容
の
『
女
体
解
剖
図
』
、
石
阪
宗
哲
の
『
栄
・
衛
図
』
、

洋
書
で
は
ポ
ン
ペ
が
松
本
良
順
に
贈
っ
た
（
二
人
の
サ
イ
ン
が
入
っ

千
葉
大
学
附
属
図
書
館
・
亥
鼻
分
館

’
一

文
庫
め
ぐ
り

("）

て
い
る
）
ジ
ッ
ヘ
ル
著
の
「
眼
病
図
譜
」
等
々
が
あ
る
。

こ
う
し
た
当
館
の
貴
重
古
医
書
類
は
『
図
書
総
目
録
」
や
「
医
学

古
書
目
録
」
に
も
入
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
当
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
し
っ
か
り
し
た
目
録
が
出
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
ひ
と
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
館
の
目
録
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
医
学

古
書
目
録
・
予
備
版
」
（
全
二
五
頁
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
平

成
五
年
、
当
時
の
橘
正
道
教
授
（
亥
鼻
分
館
長
）
の
下
で
、
古
医
書

及
貴
重
言
の
整
理
と
目
録
作
成
が
す
弾
め
ら
れ
平
成
十
二
年
二
月
付

で
「
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
亥
鼻
分
館
所
蔵
・
古
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

目
録
」
（
全
二
八
六
頁
）
中
間
版
を
刊
行
し
、
現
在
完
成
版
刊
行
へ
の

作
業
が
す
易
め
ら
れ
て
い
る
。

［
利
用
方
法
］
閲
覧
時
間
は
平
日
午
前
九
時
～
午
後
五
時
、
遠
方

の
方
は
事
前
に
日
時
を
告
げ
て
申
し
こ
ま
れ
た
方
が
確
実
、
資
料
の

貸
出
し
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

［
交
通
案
内
並
び
に
通
信
先
］
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
よ
り
京
成
バ
ス
（
大
学

病
院
行
、
又
は
南
矢
作
行
、
川
戸
行
）
、
千
葉
大
学
医
学
部
入
口
下
車
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